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地
域
住
民
の
保
健
医
療
の
向
上

お
よ
び
福
祉
の
増
進
を
包
括
的
に

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
中

核
機
関
で
す
。
こ
こ
で
は
、
保
健

自
立
支
援
法
が
成
立
し
、
平
成

18
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
従
来
、
障
害
の

種
類
に
よ
り
受
け
ら
れ
る
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
が
決
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
法
律
に
よ

り
、
ど
の
障
害
の
人
も
共
通
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
段
階
的
に
一
元
化
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
負
担
の
仕
組
み
も
大
き

く
変
っ
て
き
ま
す
。
変
革
期
の
福

祉
制
度
の
内
容
と
利
用
方
法
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
目
的
】

町
内
に
住
む
障
害
の
あ
る
人
や

家
族
な
ど
に
対
し
て
、
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
、
社
会
資

源
の
活
用
や
社
会
生
活
能
力
を
高

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
っ
て
何
？

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
っ
て
何
？

は
つ
ら
つ
度
チ
ェ
ッ
ク
は
い
か
が
で
し
た
か
。

はつらつ度チェック（体力測定）にチャレ
ンジ。（片足で何秒立っていられるかな）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

め
る
た
め
の
支
援
と
し
て
、
介
護

相
談
、
情
報
の
提
供
を
総
合
的
に

行
う
こ
と
に
よ
り
障
害
者
お
よ
び

そ
の
家
族
の
地
域
生
活
を
支
援

し
、
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社

会
参
加
を
図
り
ま
す
。

【
内
容
】

①
総
合
的
な
相
談
窓
口
で
す
。
障

害
者
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
提
供
、
専
門
機
関
の
紹
介
な

ど
を
行
い
ま
す
。

②
必
要
な
場
合
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
、

支
援
計
画
の
作
成
、
サ
ー
ビ
ス

調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。

③
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
相
談
関
係
機
関
な
ど

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
進
め

ま
す
。

【
開
設
日
】

毎
週
月
曜
・
木
曜
日
（
午
前
９

時
半
〜
午
後
５
時
）

開
設
日
以
外
に
相
談
を
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
、
日
程
を
調
整
し

相
談
員
が
訪
問
し
ま
す
。

【
連
絡
先
】

明
和
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

TEL
52-

７
１
２
７
・
フ
ァ
ク
ス

52-

７
１
２
８
・
電
子
メ
ー
ル
＝

sh
ien
@
tow
n
.m
eiw
a.m
ie.jp

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
請
に
つ

い
て
は
明
和
町
役
場
福
祉
課
ま
で

TEL
52-

７
１
１
５
・
フ
ァ
ク
ス

52-

７
１
３
７

師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
が
専
門
性
を
生

か
し
、
連
携
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
福
祉
や
保
健
事
業
な
ど
に
関
し

て
、
相
談
か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
ま
で
一
体
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
そ
の
業
務
の
う
ち
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
事
業
の

仕
組
み
や
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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できる限り自立した生活を目指します

介護予防を重視した新たな仕組みへ

ど
う
い
う
人
が
対
象
に
な
る
の
？

非該当だった人

介護予防事業
のプランを
作成

生活機能低下の早期把握 要介護認定

主治医・民生委員・本
人・家族・地域住民など
による情報提供
基本健診+生活機能評価

介護の必要性に係る審査
＋

状態の維持または、
改善可能性の審査

要
介
護
５

要
介
護
４

要
介
護
３

要
介
護
２

要
介
護
１

要
支
援

要
介
護
５

要
介
護
４

要
介
護
３

要
介
護
２

要
介
護
１

要
支
援
２

要
支
援
１

旧

新

支援や介護

の不要な人

活動的な状

態にある人

要介護・要

支援になる

恐れがある

人

介護予防サー
ビスプランを
作成

地域包括支援センター
（介護予防ケアマネジメント） 居宅介護支援事業所

（ケアマネジメント）

ケアマネージャ
ーがケアプラン
を作成

ケ
ア
プ
ラ
ン
は

ど
こ
で
作
成
す
る
の
？

一部委託可

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
る
の
？

・介護予防パンフレ
ットの作成・配布や
講演会の開催による
普及・啓発

・ボランティアや地
域活動組織の育成・
支援など

（一般高齢者施策は、
全ての高齢者が対
象）

・通所型介護予防事業
・訪問型介護予防事業

プログラム
「運動器の機能向上」
「栄養改善」
「口腔機能の向上」
「閉じこもり予防・支
援」
「認知症予防・支援」
「うつ予防・支援」

・介護予防訪問介護
・介護予防通所介護
・介護予防訪問看護
■より自立度を高め
るサービスへの転換
■新たなプログラム
「運動器の向上」→転
倒予防・筋力向上u
「栄養改善」→栄養相
談・栄養教育u「口腔
機能の向上」→歯磨き、
飲み込みの指導

・訪問介護
・通所介護
・訪問看護
・特別養護老人ホー
ム等の施設

地域支援事業の
介護予防事業
一般高齢者施策

地域支援事業の
介護予防事業
特定高齢者施策

介護保険の
介護予防サービス
（新予防給付）

介護保険の
介護サービス
（介護給付）

現在、介護を必要としていない人 介護や支援を必要としている人

高　　　齢　　　者
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明和FC（市野博史さん代表）が４月30日、

中学校第２グラウンドで親子サッカーフェス

タを開催しました。

この企画は団員らの家族を招き、親子間の

親睦を図ろうと同クラブが友人らを誘い毎年

開催しているもので、今回は40家族100人が

参加しました。普段は裏方を務めている保護

者らも、「男性チーム」「女性チーム」に別れ

て１試合10分間のゲームで各学年の「子ど

もチーム」に挑戦。運動場ではみんなの楽し

そうな歓声が上がっていました。

明和FC親子で親睦ゲーム

みどり保育所の年長組の園児９人が４月

19日、タケノコ掘りをしました。

この日は、歩いて30分ほどの渡邉　毅さ

ん（池村）に提供していただいた竹やぶへ。

到着した園児たちは、さっそく竹やぶに飛

び込んでタケノコ掘りに挑戦。さすがに小さ

な子どもの手には負えず「先生ー、手伝って

ー」の声があちこちに響くなか、大きな白い

幼虫まで掘り当てるなど、園児たちはおおは

しゃぎ。採れたタケノコはみんなで分けて家

に持ち帰りました。

園児らがタケノコ掘り

いつきの

みや歴史
体

験館の野
外

体験室で
５

月６日、
菊

づくり講
座

が開かれ
28

人が参加
し

ました。

日本の伝
統文化を

テーマに
さまざま

な体験講
座を企画

する

同館での
この講座

は初めて
とのこと

。10月2
8日のい

つきの

みや浪漫
まつりで

の展示会
を目指し

て月１回
、全５回

の講座

が開かれ
ます。講

師は明和
町菊寿会

（間宮　
修さん代

表）の

皆さんで
、この日

は第１回
目として

同会の田
中安雄さ

ん（大

淀）が、
キクの種

類と挿し
芽の方法

について
講義。参

加者は

育苗箱に
キクの芽

と品種を
書いたプ

レートを
挿してい

まし

た。次回
の講座は

６月３日
、小鉢へ

の鉢上げ
と鉢の土

などに

ついて講
義の予定

です。

体験館で
菊づくり

講座
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総合体育
館柔剣道

場で５月
11日、

ストレ

ッチヨガ
教室があ

りました
。

この教室
は、教育

委員会が
行う明和

スポー

ツクラブ
の１つで

、連続講
座の第１

回目。

19人の
参加者は

藤原由佳
里さん（

生涯学

習健康づ
くり指導

士）の指
導で、ス

トレッチ

ヨガのリ
ラックス

効果の話
を聞いた

後、マッ

トの上で
複式呼吸

法の基本
やねじり

のポー

ズ、ネコ
のポーズ

などを教
わったり

し、ゆっ

たりした
音楽に合

わせ体を
動かして

いまし

た。

ストレッ
チヨガ

市民活動サポートセンターで４月16日、

きらきらプチ講座の親子で輪ゴム銃づくりが

開かれました。

講師はするする会員の清水　忠さん（竹川）

で竹とんぼなど昔懐かしいおもちゃを手作り

しています。

参加者はそれぞれの作品が出来上がると、

射撃の腕を競いあうなどして親子で楽しそう

にゲームをしていました。同センターでは清

水さんの作品を展示して作り方や遊び方を紹

介しています。

親子で輪ゴム銃づくり

大淀会館で４月23日、なりひら地域文化

を継承する会（北村　正さん代表）主催の

「なりひらわいわい塾」が、昔懐かしい“げ

んこつ飴
あめ

”を作りました。今回は、町食生活

改善推進協議会（北岡崇子会長）の皆さんの

指導で地域の子どもたちが挑戦。

初めは恐る恐る砂糖と水あめを煮詰めてい

た子どもたちでしたが、最後には慣れた手つ

きになり、はったい粉で真っ白になりながら

あめの形を仕上げていました。出来上がった

あめはみんなで分けて持ち帰りました。

げんこつ飴づくり

松阪地区広域消防組合明和消防署で４月９

日、町消防団の新入団員訓練が行われました。

今年の新入団員は41名。辞令交付式に続い

て新田署長から団員としての心構えや火災の

基礎知識などに関する講話を聞き、その後屋

外で消防団幹部の指導の下、礼式訓練や消防

ホースなどの器具の取り扱いを学びました。

現在、町消防団の総員は213人。地域を守

る重要な役割に、新入団員は真剣な表情で訓

練に取り組んでいました。

消防団の新入団員訓練
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人権課 TEL52-7116・FAX52-7133
町人権センター TEL・FAX55-3052

学校教育課TEL52-7123・FAX52-7133
生涯学習課TEL52-7124・FAX52-7133

人権センター６月の講座案内

●浴衣を着てみませんか

会式や花火大会に浴衣で参加してみてはどうです
か。中学生でも着られるようになりますよ！
■とき ６月24日(土) 午前10時～11時30分
■ところ 町人権センター
■定員 10人（定員になり次第締め切り）
■講師 紫織庵　森本恭子さん
■持ち物 浴衣、肌着、腰ひも２本、前板、半幅帯
■受講資格 明和町在住、在
勤の人

■申し込み ６月19日(月)～
23日(金) 午前９時～午後
５時

※詳しくは、同センターへ。

楽
し
い
手
作
り
教
室

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

が
委
嘱
し
た
民
間
の
人
た
ち
で

す
。
こ
の
制
度
は
１
９
４
８
年

（
昭
和
23
年
）
に
ス
タ
ー
ト
し
、

地
域
で
住
民
の
日
常
生
活
に
接
し

な
が
ら
人
権
思
想
を
普
及
し
、
高

め
る
と
と
も
に
、
住
民
の
人
権
が

侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
見
守
り
、
人

権
を
擁
護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
う
考
え
か
ら
設
け
ら
れ

た
も
の
で
、
諸
外
国
に
も
例
を
見

な
い
制
度
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
を

ご
存
じ
で
す
か

ひ
と
・
ま
ち
・

ふ
れ
あ
い
企
画

あ
な
た
は
人
権
を
尊
重

し
て
い
ま
す
か

明
和
町
で
は
５
人
の
人
権
擁
護

委
員
が
年
４
回
（
２
月
・
６
月
・

９
月
・
12
月
）
、
人
権
に
関
す
る

相
談
を
受
け
る
た
め
に
特
設
人
権

相
談
所
の
開
設
や
、
街
頭
に
お
け

る
啓
発
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

町
の
人
権
擁
護

委
員
は
、
次
の
皆

さ
ん
で
す
。

日
野
朝
男
▽
西
岡

道
代
▽
瀧
　
貴
代

香
▽
渡
邉
幸
宏
▽

田
中
紀
正

※
詳
し
く
は
、
人
権
課
へ
。

【
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
】

色
画
用
紙
を
切
っ
て
、
一
枚
の

紙
で
立
体
文
字
や
動
物
な
ど
を
作

り
ま
す
。

児
童
福
祉
法
の
改
正
な
ど
に
伴

い
、
児
童
虐
待
や
配
偶
者
な
ど
か

ら
の
暴
力
の
防
止
、
早
期
対
応
な

ど
を
図
る
た
め
、
昨
年
「
明
和
町

児
童
虐
待
等
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
や
ご
協
力
を
い

た
だ
き
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ

と
広
く
周
知
し
、
児
童
虐
待
だ
け

で
な
く
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
な

ど
も
気
軽
に
相
談
で
き
、
支
え
あ

う
場
と
し
て
さ
ら
に
充
実
し
た
活

動
と
な
る
よ
う
要
綱
を
改
正
し
、

組
織
の
名
称
も
親
し
み
や
す
い

「
明
和
町
子
ど
も
家
庭
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
と
改
名
し
ま
し
た
。

虐
待
な
ど
の
発
生
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

■
と
き

６
月
29
日
(木)

午
後

１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　
町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
受
講
資
格

明
和
町
在
住
の
人

■
参
加
費

１
０
０
円

■
定
員

10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

６
月
19
日
(月)
〜

23
日
(金)

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

明
和
町
子
ど
も
家
庭
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
M
C
ネ
ッ
ト
）

中
心
と
し
て
多
く
の
機
関
と
地
域

が
協
力
・
協
働
し
、
家
庭
へ
支
援

を
届
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今

後
も
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
子
育
て
の
悩
み
や
児
童

虐
待
等
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。（
20
ペ
ー
ジ
参
考
）

MＣネットって何？
M＝めいわ
Ｃ＝チャイルド

カップル
のネットワークのこと

＝

基
本
的
人
権
と
は
、
「
一
人

ひ
と
り
が
人
間
ら
し
く
生
き
て

い
く
た
め
、
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
持
っ
て
い
る
大
切
な
権

利
」
で
あ
り
「
人
が
個
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
、
安
全
で
安
定
し
た

生
活
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
」
で
す
。

「
世
界
人
権
宣
言
」
や
「
日

本
国
憲
法
」
で
は
、
「
す
べ
て

の
人
は
平
等
で
あ
り
、
ま
た
、

い
か
な
る
人
（
国
）
も
人
権
を

侵
害
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
保
障
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
こ
の
大
切
な
人
権

を
〝
大
事
に
し
て
い
ま
す
か
。

守
っ
て
い
ま
す
か
〟
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広報めいわ　広報めいわ　2006年６月号年６月号 広報めいわ　2006年６月号  

最
近
、
明
和
町
で
は
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
幸
い
、
負
傷

者
は
無
か
っ
た
も
の
の
一
つ
間
違
え
れ
ば
大
惨
事
に
な
る
よ
う
な

建
物
火
災
も
発
生
し
ま
し
た
。
自
分
の
不
注
意
で
財
産
や
生
命
を

奪
っ
て
し
ま
う
火
災
も
地
震
の
備
え
と
同
様
に
、
十
分
気
を
つ
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

家
族
の
会
話
に
、
時
々
「
火
災
」
の
話
題
を
取
り
上
げ
て
、
防

火
の
気
持
ち
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
「
火
の
用
心
」
の
、
べ
か
ら
ず

（
油
断
・
無
意
識
・
無
頓
着
の
３
悪
追
放
）

①
台
所
の
火
　
離
れ
る
べ
か
ら
ず

②
寝
た
ば
こ
　
す
べ
か
ら
ず

③
電
気
　
た
こ
足
配
線
す
べ
か
ら
ず

④
家
の
周
辺
　
燃
焼
物
を
放
置
す
べ
か
ら
ず

⑤
子
ど
も
だ
け
の
火
遊
び
　
許
す
べ
か
ら
ず

⑥
た
き
火
　
放
置
す
べ
か
ら
ず

⑦
火
元
の
確
認
　
就
寝
前
や
外
出
前
に
は
怠
る
べ
か
ら
ず

■
も
し
も
火
が
で
た
ら
、
あ
わ
て
ず
に
次
の
順
序
で
行
動
し
ま
し

ょ
う

①
早
く
知
ら
せ
る
（
周
り
に
知
ら
せ

る
・
１
１
９
番
通
報
）

②
早
く
消
す
（
で
き
れ
ば
）

③
早
く
逃
げ
る
（
迷
わ
ず
、
い
さ
ぎ

よ
く
）

シ
リ
ー
ズ
『
自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う
！
』

わ
が
家
・
わ
が
町
か
ら
火
災
を
追
放
し
よ
う
！

〜
生
活
の
な
か
に
防
火
の
習
慣
を
〜

気
温
の
高
く
な
る
夏
場
は
、
石

油
類
の
蒸
気
が
発
生
し
や
す
く
、

危
険
物
に
よ
る
火
災
が
起
こ
り
や

す
い
時
季
で
す
。
火
災
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
に
、
危
険
物
の
貯

蔵
や
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
明
和
消
防
署
（
TEL
52-

５

６
０
０
）
へ
。

標
語

「
自
主
点
検
　
欠
か
さ
ぬ
あ
な
た
に

グ
ラ
ン
プ
リ
」

無無無無事事事事故故故故・・・・無無無無違違違違反反反反をををを達達達達成成成成ししししてててて

海海海海外外外外旅旅旅旅行行行行ににににいいいいここここうううう！！！！

123日間（７月１日～10月31日）の無事故・

無違反を達成したチームの中から抽選で、すて

きな賞品が当たります。今年は65歳以上の人で

構成したシルバーチームも募集しています。皆

さん、ぜひ参加してください。

■賞品 特等＝50万円分トラベルギフト券（１

チーム）u１等＝25万円分トラベルギフト券

（２チーム）u２等＝５万円分トラベルギフ

ト券（10チーム）uチャレンジ賞＝１万５千

円分トラベルギフト券（約30チーム）uシル

バー賞＝10万円分トラベルギフト券（別枠抽

選で１チーム）

■参加費 ５人１チームで5,000円

■チラシ・申込書配布場所　役場総務課、各警

察署交通課、各地区交通安全協会、各県民セ

ンターなど

■募集期間 ５月８日(月)～６月30日(金)（当
日消印有効）

※詳しくは、三重県生活部交通安全室

（TEL059-224-2410）へ。

「無事故・無違反チャレンジ１２３」
の参加者を募集

今
月
４
日
か
ら

１
週
間
は

危
険
物
安
全
週
間

J
A
多
気
郡
農
協
か
ら
５
月
１

日
、
青
色
回
転
灯
と
軽
乗
用
車
１

台
を
町
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

J
A
多
気
郡
が

町
へ
軽
乗
用
車
を

寄
贈

し
た
。

こ
の
日
、
同
組
合
は
防
犯
活
動

に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
の
趣
旨

で
、
多
気
町
や
大
台
町
に
も
軽
乗

用
車
を
寄
贈
。

役
場
玄
関
前
で
行
わ
れ
た
贈
呈

式
で
、
中
出
和
之
組
合
長
か
ら
目

録
を
手
渡
さ
れ
た
町
長
は
「
大
変

う
れ
し
い
。
こ
の
車
を
活
用
し
て
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
安
全
を

守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

町
で
は
、
現
在
、
教
育
委
員
会

や
総
務
課
の
職
員
な
ど
が
行
っ
て

い
る
、
児
童
の
下
校
時
間
に
合
わ

せ
て
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
使
用

し
地
域
の
防
犯
に
活
用
す
る
予
定

で
す
。
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児児
童童
手手
当当
のの
手手
続続
きき
はは

福福
祉祉
課課
へへ
！！

ら
れ
た
額
（
所
得
制
限
限
度
額
）

を
超
え
る
場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。（
９
ペ
ー
ジ
参
照
）

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て

お
ら
ず
、
０
歳
か
ら
小
学
校
修
了

前
ま
で
の
児
童
（
平
成
６
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
）
を

養
育
し
、
所
得
制
限
限
度
額
を
超

え
て
い
な
い
人
は
、
認
定
請
求
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
（
公
務
員
は

除
く
）。

手
当
の
支
給
は
、
申
請
を
し
た

翌
月
分
か
ら
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
児
童
手
当
法
の
改
正

に
伴
う
新
規
請
求
は
、
９
月
30
日

ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
に
限
り

特
例
的
に
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

以
前
に
認
定
申
請
が
却
下
に
な

っ
た
人
も
、
新
し
い
年
は
所
得
額

や
扶
養
人
数
・
新
し
い
所
得
制
限

額
な
ど
に
よ
っ
て
審
査
す
る
た

め
、
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
て
、
所
得
制
限
限
度

額
を
超
え
て
い
た
た
め
却
下
に
な

っ
た
人
が
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入

し
た
場
合
も
、
受
給
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
「
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
コ
ピ
ー
」
や
「
所
得
証
明
」

な
ど
の
添
付
書
類
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
人
は
早
目
に
準
備

し
て
く
だ
さ
い
（
必
要
な
添
付
書

類
の
欄
を
参
考
）。

公
務
員
は
、
所
属
庁
の
長
に
請

求
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
児
童
手
当
現
況
届
に
よ
り
毎

年
６
月
１
日
現
在
の
状
況
を
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
今
年

５
月
に
認
定
請
求
書
を
提
出
し
た

人
を
除
く
）。

こ
の
届
け
は
、
児
童
手
当
を
引

き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど

う
か
（
所
得
額
が
先
述
の
所
得
制

限
限
度
額
を
超
え
て
い
な
い
か
な

ど
）
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
の
届
け
を
提
出
し
な
い
と
、

６
月
以
降
の
児
童
手
当
が
支
給
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
６
月
30
日
(金)
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、
６
月

中
旬
ご
ろ
に
福
祉
課
か
ら
現
況
届

を
送
付
し
ま
す
が
、
添
付
書
類
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は

早
目
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

法
改
正
に
よ
り
、
額
改
定
認
定

請
求
の
手
続
き
が
必
要
な
人
で
ま

だ
提
出
し
て
い
な
い
人
は
一
緒
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
認
定
請
求
書
や
児
童

手
当
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
コ
ピ

ー
な
ど

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

は
提
出
不
要
で
す
が
、
会
社
員
・

団
体
職
員
な
ど
厚
生
年
金
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
人
は
、
提
出
が
必

要
で
す
。

※
コ
ピ
ー
を
提
出
す
る
場
合
は
、

余
白
に
勤
務
先
名
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
児
童
手
当
用
所
得
証
明

平
成
18
年
１
月
１
日
に
ほ
か
の

市
町
村
に
住
所
を
置
い
て
い
た
人

は
、
前
住
所
地
の
市
町
村
で
「
児

童
手
当
用
の
所
得
証
明
」
の
提
出

が
必
要
で
す
。

③
別
居
監
護
申
立
書
・
児
童
の
属

す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

支
給
対
象
児
童
の
住
所
が
他
市

町
村
に
あ
る
場
合
は
、
「
別
居
監

護
申
立
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

そ
の
際
、
支
給
要
件
児
童
が
属
す

る
「
世
帯
全
員
の
住
民
票
」
も
必

児
童
手
当
と
は
、
０
歳
か
ら
小

学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童
（
支
給

対
象
児
童
と
い
う
）
を
養
育
し
て

い
る
人
に
手
当
を
支
給
し
、
家
庭

生
活
の
安
定
と
次
世
代
の
社
会
を

担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

支
給
要
件
児
童
が
１
人
目
や
２

人
目
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
月
額

５
０
０
０
円
が
、
３
人
目
以
降
の

場
合
は
月
額
１
万
円
が
、
決
め
ら

れ
た
月
（
２
月
・
６
月
・
10
月
）

に
そ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

※
た
だ
し
、
児
童
手
当
認
定
申
請

書
を
提
出
し
な
い
と
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
前
年
（
１
月
か
ら

５
月
ま
で
の
月
分
の
手
当
て
は

前
々
年
）
の
所
得
が
そ
の
年
の
税

法
上
の
扶
養
人
数
に
応
じ
て
定
め

公
務
員
の
場
合

児
童
手
当
現
況
届
の

提
出

必
要
な
添
付
書
類

お問い合わせ先

福祉課TEL52-７１１５

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 
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☆所得税法に規定する老人控除対象配偶者または、

老人扶養親族がある者についての限度額（所得額

ベース）は、上記の額に当該老人控除対象配偶者

または老人扶養親族１人につき６万円を加算した

額。

☆扶養親族等の数が６人以上の場合の限度額（所得

額ベース）は、１人につき38万円（扶養親族等が、

老人控除対象配偶者または老人扶養親族等である

ときは44万円）を加算した額。

☆所得額とは、前年（１月から５月までの月分の手

当については前々年）の総所得（地方税法に規定

する総所得・退職所得・山林所得・譲渡所得など）

から、以下の額を差し引き、さらに８万円を差し

引いた額をいう。

①地方税法に規定する雑損控除・医療費控除・小規

模企業共済等掛金控除を受けた場合は、それに相

当する額。

②障害者控除・寡婦（寡夫）控除・勤労学生控除・

老年者控除を受けた場合は、それぞれ、障害者控

除１人につき27万円（特別障害者である場合は40

万円）、寡婦（寡夫）控除27万円（特定の寡婦であ

る場合は35万円）、勤労学生控除27万円、老年者控

除50万円。

※扶養親族等の数は、税法上の控除対象配偶者およ

び扶養親族の数をいいます。

要
で
す
。
該
当
す
る
人
は
、
認
定

請
求
書
や
現
況
届
を
提
出
す
る
際

に
申
立
書
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、「
世
帯
全
員
の
住
民
票
」

と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
の
届
け
出
に
は
、
現

況
届
以
外
に
次
の
届
け
出
が
あ
り

ま
す
。
該
当
す
る
場
合
は
、
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ほ
か
の
市
町
村
に
住
所
が
変
わ

っ
た
と
き
　
受
給
事
由
消
滅
届

②
出
生
な
ど
に
よ
り
支
給
対
象
児

童
が
増
え
た
と
き
　
額
改
定
認
定

請
求
書

③
支
給
対
象
児
童
が
減
っ
た
と
き

額
改
定
届

④
支
給
対
象
児
童
が
い
な
く
な
っ

た
と
き
　
受
給
事
由
消
滅
届

⑤
法
附
則
第
６
条
給
付
ま
た
は
法

附
則
第
８
条
給
付
の
受
給
者
が
退

職
し
た
と
き
　
受
給
事
由
消
滅
届

⑥
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
と

き
　
受
給
事
由
消
滅
届

⑦
明
和
町
内
で
受
給
者
や
支
給
対

象
児
童
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

住
所
変
更
届

⑧
支
給
対
象
児
童
の
住
所
だ
け
が

扶養親族などの数 
国民年金に加入 
されている人など 

厚生年金等に加 
入されている人 

460万円 

498万円 

536万円 

574万円 

612万円 

650万円 

532万円 

570万円 

608万円 

646万円 

684万円 

722万円 

０ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

平成18年度所得制限限度額（４月１日改正） 

そ
の
ほ
か
の

児
童
手
当
の
関
係
届

町
で
は
社
会
活
動
促
進
の
一
環

と
し
て
平
成
14
年
度
か
ら
重
度
心

身
障
害
者
へ
、
タ
ク
シ
ー
料
金
助

成
（
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
）

事
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
高
齢
者
も
対
象
に
な
り

ま
し
た
。

チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
要
領
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
対
象
者

①
〜
④
の
す
べ
て
の

要
件
を
満

た
す
人

①
65
歳
以
上

の
ひ
と
り

暮
ら
し
の

高
齢
者
も
し
く
は
、
高
齢
者
の

み
の
世
帯
に
属
す
る
人
、
ま
た

は
重
度
心
身
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
人
（
障
害
者
手
帳
の
等

級
が
低
い
人
は
対
象
と
な
り
ま

タ
ク
シ
ー
券
の
発
行
を

高
齢
者
に
も
拡
大

せ
ん
）

②
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る

人
③
施
設
に
入
所
さ
れ
て
な
い
人

④
自
動
車
税
の
減
免
措
置
を
受
け

て
い
な
い
人

※
た
だ
し
６
月
末
ま
で
は
重
度
心

身
障
害
者
の
申
請
に
つ
い
て
は
、

①
③
④
の
要
件
を
満
た
す
人
。

■
申
込
期
間

随
時

■
申
請
窓
口

役
場
福
祉
課
ま
た

は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
福
祉
課
（
TEL
52-

７

１
１
５
）
又
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
TEL
52-

７
１
２
７
）
へ
。

ほ
か
の
市
町
村
に
変
わ
り
、
養
育

が
継
続
し
て
い
る
場
合
　
別
居
監

護
申
立
書
と
児
童
の
属
す
る
世
帯

全
員
の
住
民
票

⑨
受
給
者
や
支
給
対
象
児
童
の
名

前
が
変
わ
っ
た
と
き
　
氏
名
変
更

届※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
TEL
52-

７
１
１
５
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
52-

７
１
３

７
）
へ
。

 
広報めいわ　広報めいわ　2006年６月号年６月号 広報めいわ　2006年６月号  
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安心して
暮らせる
町づくりの
ために

【ダイオキシン類の耐容１日摂取量】

人の体重１㌔当たり４ピコ㌘（pg-TEQ／㎏／日）

ー 環境基準ー

大気：１立方㍍当たり0.6ピコ㌘（pg-TEQ/m3）（年
平均値）

土壌：１㌘当たり1000ピコ㌘（pg-TEQ/ｇ）以下

水質：１㍑当たり１ピコ㌘（pg-TEQ/ℓ）以下（年
平均値）

【pg】

ピコグラムと呼び、１兆分の１㌘のこと

【TEQ】

毒性等量といい、ダイオキシン類のそれぞれの異

性体の毒性を2、3、7、8-テトラクロロジベンゾパ

ラオキシンに換算したもの

用語の解説

測定地点と測定結果

町
で
は
、
平
成
９
年
度
か
ら
行

っ
て
い
る
環
境
現
況
調
査
を
平
成

17
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
、
大

気
・
土
壌
・
地
下
水
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
濃
度
な
ど
を
測
定
検
査
し

ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
町
の
環
境
の
現

況
を
把
握
し
、
今
後
の
環
境
保
全

施
策
の
基
本
資
料
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

測
定
期
間
は
、
昨
年
４
月
か
ら

今
年
の
３
月
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
調
査
地
点
は
、
大
気
２
地
点
・

土
壌
２
地
点
、
地
下
水
に
つ
い
て

は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
と
併

せ
て
10
地
点
で
環
境
基
準
項
目
の

測
定
を
行
い
ま
し
た
。

11地点で調査、状況変化見られず現状維持

ー
調
査
の
結
果
ー

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
平
均
濃
度

は
、
大
気
０
・
０
３
７
ピ
コ
グ
ラ

ム
、
土
壌
２
・
５
ピ
コ
グ
ラ
ム
、

地
下
水
０
・
０
４
６
ピ
コ
グ
ラ
ム

と
、
い
ず
れ
も
「
環
境
基
準
」

（
右
用
語
の
解
説
参
照
）
を
下
回

る
値
で
し
た
。

河
川
水
に
つ
い
て
は
、
環
境
基

準
に
ほ
ぼ
適
合
し
て
い
ま
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
平
成
17
年

度
の
明
和
町
で
の
環
境
の
現
況
に

つ
い
て
は
、
大
気
汚
染
・
水
質
汚

濁
・
土
壌
汚
染
に
よ
る
著
し
い
状

況
変
化
は
見
ら
れ
ず
、
現
状
を
維

持
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

平成17年度

環境現況調査の実施結果環境現況調査の実施結果

 

５ 北藤原共同倉庫 

有　害　物　質 

地下水 

基準値以下 

９ 明星コミュニティー 
 　センター前 

有　害　物　質 

地下水 

基準値以下 

３ 御厨野 

ダイオキシン類 

有　害　物　質 

地下水 

0.045pg-TEQ/ℓ

７ 行部納願寺 

１ 大堀川新田 

ダイオキシン類 

大気 

0.050pg-TEQ/m3� 

土壌 

0.62pg-TEQ/g

４ 斎宮小学校 

ダイオキシン類 

土壌 

4.3pg-TEQ/g

６ 中村公民館 

地下水 

有　害　物　質 基準値以下 

８ 役場防災倉庫前 

地下水 

有　害　物　質 基準値以下 

10 蓑村光雲寺 

地下水 

有　害　物　質 基準値以下 

基準値以下 

２ みどり保育所 

大気 

ダイオキシン類 0.023pg-TEQ/m3

11 中池村公民館 

地下水 

有　害　物　質 基準値以下 

地下水 

有　害　物　質 基準値以下 

地下水 

0.048pg-TEQ/g

地下水 

0.044pg-TEQ/g
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広報めいわ　広報めいわ　2006年６月号年６月号 広報めいわ　2006年６月号  

注：●はダイオキシン類測定地点 
　　○は地下水にかかる環境基準項目測定地点 

大気 土壌 No 調査地点 

● １ 大堀川新田（個人井戸） 

調査地点ごとの測定項目 

２ みどり保育所 

○ 

８ 

９ 

行部納願寺 ○ 

10

役場防災倉庫前 ○ 

11

明星コミュニティーセンター前 ○ 

蓑村光雲寺 ○ 

中池村公民館 ○ 

● 

● ３ 御厨野（個人井戸） 

４ 斎宮小学校 ● 

５ 

６ 

北藤原共同倉庫 

７ 

中村公民館 ○ 

地下水 

● ●○ 

● 

●平成17年度　品目別収集量調べ 

●品目別収集割合 

資
源
に 

な
ら
な
い
ご
み 

資
　
源
　
ご
　
み 

不燃物 298,870

粗大 219,350

乾電池 8,435

プラスチック類 95,220

可燃物 5,828,390

資源瓶 146,460

ペットボトル 32,090

紙類 1,288,050

布類 62,870

缶・鉄類 182,710

アルミ 26,495

総重量 8,192,302

収集品目 重量（㌔） 

資
源
に 

な
ら
な
い
ご
み 

資
　
源
　
ご
　
み 

不燃物 

粗大 

乾電池 

プラスチック類 

可燃物 

資源瓶 

ペットボトル 

紙類 

布類 

缶・鉄類 

収集品目 

3.65

2.68

 

1.16

71.15

1.79

0.39

15.72

0.77

2.23

アルミ 0.32

割合（％） 

※上記総重量の中には、水分量3,228,928㌔を含んでいます。 

蛍光管 3,362

蛍光管 0.04

0.10

明和町での平成17年度のごみ処理総重量は上記

のとおりで、リサイクル率（注）は37.0㌫になり

ました。

この中には子供会・老人会・ＰＴＡなどの各種

団体により集団回収していただいた紙・布・空き

缶なども含まれます。集団回収で集められた資源

ごみは、紙類が611,510㌔、布類が17,960㌔、ア

ルミ缶が6,585㌔となっています。

また、可燃ごみの中には、総重量の約３分の２

ほどの水分が含まれています。これらは各家庭で

生ごみなどの水切りを徹底することで、大幅に減

量することができます。皆さんのご協力をお願い

します。

（注）資源ごみ排出量÷（総排出量－可燃ごみ水分量）

37.0％が
リサイクルに

ーわたしたちのまちのごみー

河川名 
項　　　目 備　　考 

ＰＨ ＳＳ ＤＯ 採水日 

祓　川 ４月28日 

４月28日 

４月28日 

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

大堀川 

笹笛川 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

9.5

7.8

8.22.8

18.0

69.0

49.0

7.0

7.0

6.7

 2.2
 

3.8

最近全国的に、本人の知らない間に本人になりす

まし、住民票などの請求がされ、証明書が悪用され

るという事件が発生しています。

明和町では、個人情報を保護し、虚偽の請求を未

然に防止するために、７月１日から証明書の申請の

際に、手続きにこられた人の本人確認を行わせてい

ただきます。証明書の申請の際には、必ず本人確認

できる書類（運転免許証など）をお持ちください。

皆さんにはご負担をかけますが、ご理解・ご協力

をお願いします。

※詳しくは、町民課戸籍住民係（TEL52-7114）・
税務課（TEL52-7113）へ。

７月１日から
住民票や所得証明書などの申請時に
本人確認を実施
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

すこやか赤ちゃん教室

●とき・対象者　７月５日(水)＝
平成18年２月～５月生まれの人

（今までに参加されたことのな

い人）

●内容　ベビーマッサージや赤ち

ゃんの遊ばせ方、楽しむ育児に

ついてなど

●講師　チャイルドボディーセラ

ピスト　中村幸美さん（助産

師）

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時50分までに

（11時30分終了予定）

●持ち物 母子健康手帳・バスタ

オル１枚（必要な人はお茶・果

汁・ミルクなど）

●申し込み　定員15人になり次第

締め切り。７月３日(月)までに
保健福祉センターへ

【
胃
が
ん
検
診
】

■
と
き

午
前
８
時
〜
10
時

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

玄
関
前

■
定
員

50
人

■
負
担
金

１
０
０
０
円

■
対
象
者

30
歳
以
上
の
人

■
そ
の
ほ
か

前
日
の
午
後
９
時

以
降
の
飲
食
は
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
ボ
タ
ン
や
金
具
付
き
の

下
着
な
ど
の
着
用
は
避
け
て
く

だ
さ
い
。
胃
の
手
術
を
受
け
た

人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

【
乳
が
ん
検
診
】

■
と
き
・
内
容

エ
コ
ー
検
査
＝

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
▽
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
＝
午
後
１
時
〜

２
時
30
分

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

玄
関
前 休

日
検
診
の
お
知
ら
せ

７
月
８
日
( )土

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
TEL
52-

７
１
２
７
）

スポーツ結果

◇レディースソフトバレーボー

ル大会（４月９日・総合体育

館・参加58チーム）

Cブロック＝③ONEPEACE

◇明和町スポーツ少年団ソフト

ボール大会消防団杯（４月８・

９日・斎宮小学校・参加５チー

ム）

①若竹スポーツ少年団②下御糸

スポーツ少年団

◇多気郡家庭婦人バレーボール

春季大会（４月16日・総合体育

館・参加９チーム）

③つかさクラブ

■
定
員

午
前
・
午
後
と
も
各
40

人
■
負
担
金

７
０
０
円

■
対
象
者

20
歳
以
上
の
人

■
そ
の
ほ
か

バ
ス
タ
オ
ル
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
授
乳
中
の
人

は
受
診
で
き
ま
せ
ん

【
子
宮
が
ん
検
診
】

■
と
き

午
後
１
時
〜
２
時

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

玄
関
前

■
定
員

70
人

■
負
担
金

７
０
０
円

■
対
象
者

20
歳
以
上
の
人

【
若
人
健
診
】

■
と
き

午
前
９
時
〜
11
時

■
と
こ
ろ

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

和
室

■
定
員

50
人

■
負
担
金

７
０
０
円

■
対
象
者

20
歳
〜
39
歳
の
人

■
健
診
内
容

身
長
体
重
測
定
・

血
圧
測
定
・
血
液
検
査
（
貧

血
・
脂
質
・
肝
機
能
な
ど
）
・

心
電
図
・
骨
密
度
検
査

■
そ
の
ほ
か

事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
空
腹
状
態
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
託
児
は
あ
り

ま
せ
ん

【
骨
粗
し
ょ
う
症
の
骨
定
量
検

査
】

■
と
き

午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

玄
関
前

■
内
容

手
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真

を
撮
り
、
骨
密
度
を
測
定
し
ま

す
■
定
員

１
０
０
人

■
負
担
金

２
０
０
円

■
対
象
者

30
歳
〜
70
歳
で
未
検

査
の
人

※
申
し
込
み
は
、
６
月
５
日
(月)

か
ら
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
。
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広報めいわ　広報めいわ　2006年６月号年６月号 広報めいわ　2006年６月号  

ＭＣ（明和チャイルド）くらぶ

●とき・対象児 ６月14日(水)＝
平成15年11月生まれ、７月12

日(水)＝平成15年12月生まれ
●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時30分までに

●持ち物 母子健康手帳・発達調

査票

１歳６カ月児の健康診査

●とき・対象児 ６月９日(金)＝
平成16年11月生まれ、７月７

日(金)＝平成16年12月生まれ
●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

３歳児の健康診査

●とき・対象児 ６月16日(金)＝
平成14年11月生まれ、７月14

日(金)＝平成14年12月生まれ
●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

育児相談

●とき・対象者 ６月23日(金)＝
乳幼児で月齢は不問

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時30分～10

時30分、午後１時30分～２時

30分

●持ち物 母子健康手帳

●申し込み 相談する人の名前

（子どもの場合は生年月日）電

話番号を前日までに保健福祉セ

ンターへ

古
代
紫
の
野
花
菖
蒲
が
風
に
そ
よ
ぎ
、
「
斎
王

ま
つ
り
」
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
54
年
３

月
、
「
斎
宮
跡
」
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
27
年

経
過
し
ま
し
た
。
昭
和
58
年
、
斎
宮
婦
人
会
の
有

志
に
よ
り
、
歴
代
斎
王
の
鎮
魂
の
た
め
に
、
斎
王

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
24
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

私
も
第
２
回
よ
り
実
行
委
員
会
会
長
と
し
て
、

11
年
間
「
斎
王
ま
つ
り
」
の
揺
籃
期
か
ら
成
熟
期

に
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
郷
土
発
展
に

熱
い
想
い
を
抱
く
有
志
と
共
に
素
晴
ら
し
い
ま
つ

り
づ
く
り
に
励
む
こ
と
が
出
来
た
の
も
、
人
生
に

と
っ
て
大
き
な
糧
と
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

明
和
町
総
人
口
２
万
３
千
人
を
越
え
る
数
万
人

の
来
町
を
み
る
に
至
っ
た
こ
と
に
万
感
の
思
い
が

し
ま
す
。

知
事
へ
の
表
敬
訪
問
も
町
長
に
就
任
し
て
以
来

続
け
て
い
ま
す
が
、
野
呂
知
事
よ
り
「
斎
宮
は
日

本
の
宝
で
あ
り
、
文
化
で
あ
る
。
伊
勢
と
深
い
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
の
お
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。

歴
史
と
文
化
と
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ

の
文
化
的
遺
産
を
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
保
存
」「
整
備
」
に
加
え
て
「
活
用
」
が
課
題

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
へ
向
け
て
、
伊
勢
志
摩
も

胎
動
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
県
も
「
観
光
局
」
を
新

設
し
ま
し
た
。

「
芭
蕉
の
伊
賀
」
「
本
居
宣
長
の
松
阪
」
「
熊
野

古
道
」
に
加
え
て
「
伊
勢
志
摩
」
と
県
に
は
す
ば

ら
し
い
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
「
斎

宮
跡
」
も
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

時
空
を
超
え
て
歴
代
の
斎
王
た
ち
と
邂
垢
出
来

る
こ
と
は
、
こ
の
地
に
住
む
私
た
ち
の
み
に
許
さ

れ
た
大
き
な
恩
恵
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
史
跡
の

西
側
の
斎
宮
歴
史
博
物
館
。
中
央
部
の
い
つ
き
の

み
や
歴
史
体
験
館
と
斎
王
の
森
、さ
ら
に
東
側
に
、

斎
宮
の
宮
殿
復
元
の
夢
を
結
実
す
る
こ
と
を
希
っ

て
い
ま
す
。

斎
王
を
憶お
も

い
草
笛
吹
く
こ
と
も
　
　
　
　
　
眞
澄

町長サロン
斎
王
愛
慕

木
戸
口
　
眞
澄

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,085人　 

11,135人　 

11,950人　 

7,378世帯 

5月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

8人 

6人 

64人 

61人 

4月中の異動 

各種検診など
お問い合わせ・詳しくは、

保健福祉センター（TEL52-7127）へ。

明和町男女（みんな）の連絡会には現

在15のグループが参加していますが、新

たに参加していただける個人やグループ

を募集しています。

同連絡会は、会員相互の情報交換、視

野を広げ助け合えるネットワークづくり

を目指し、男女がともに支える社会の実

現に向け活動をしています。皆さんも私

たちと活動してみませんか。

★昨年の主な活動実績は次のとおりです。

町長と語る会、町会議員と語る会、講演

会の企画・立案・運営など。そのほか、

研修会や毎月１回の定例会を開催してい

ます。

※申し込み・お問い合わせは、企画課

（TEL52-7112）へ。

明和町男女（みんな）の
連絡会が会員を募集
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町
で
は
、
昭
和
61
年
度
か
ら
行

政
改
革
に
取
り
組
み
、
平
成
９
年

度
に
は
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

し
、
以
降
こ
の
大
綱
に
基
づ
き
、

各
種
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
急
速
に
進
む
時
代
の

潮
流
の
な
か
で
、
住
民
ニ
ー
ズ
、

社
会
経
済
情
勢
な
ど
は
絶
え
ず
変

化
し
、
そ
の
間
に
も
国
、
地
方
の

財
政
は
著
し
く
悪
化
す
る
と
と
も

に
そ
の
役
割
分
担
が
大
き
く
変
化

し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
町
の

特
性
を
生
か
し
た
、
主
体
性
を
持

っ
た
自
主
的
自
立
的
行
財
政
運
営

実
現
の
た
め
、
今
後
の
事
務
事
業

を
適
時
見
直
し
、
効
率
的
で
健
全

な
行
財
政
運
営
、
分
権
型
社
会
へ

の
対
応
、
情
報
化
の
推
進
を
基
本

に
今
後
さ
ら
に
行
財
政
改
革
を
実

施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
17
年
１
月
、
さ

ら
な
る
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る

た
め
、
明
和
町
行
財
政
改
革
基
本

方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

は
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
平
成

17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を
掲
げ

た
も
の
で
す
。

以
下
、
主
な
プ
ラ
ン
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

事
務
事
業
の
見
直
し

■
物
件
費
の
削
減

事
務
処
理
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
消
耗
品
、
光
熱
水
費
、
印
刷

製
本
費
、
各
種
委
託
料
な
ど
さ
ら

な
る
削
減
を
行
い
ま
す
。
平
成
17

年
度
か
ら
５
年
間
で
、
約
３
０
０

０
万
円
の
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

■
各
種
補
助
金
の
見
直
し

各
種
補
助
金
の
見
直
し
を
行

い
、
平
成
17
年
度
か
ら
５
年
間
で
、

約
７
２
０
万
円
の
削
減
を
目
指
し

ま
す
。

■
組
織
機
構
改
革

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率

的
な
行
政
運
営
を
行
う
た
め
の
組

織
機
構
改
革
を
、
平
成
18
年
度
中

に
検
討
を
行
い
、
平
成
19
年
度
に

実
施
し
ま
す
。

■
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
検
討

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
組
織

の
活
性
化
に
資
す
る
た
め
、
人
事

評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し

ま
す
。

■
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

町
が
実
施
す
る
事
業
に
つ
い

て
、
行
政
活
動
の
成
果
や
効
率
性

を
客
観
的
な
指
標
を
用
い
て
評
価

す
る
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
行
い
ま
す
。

■
広
域
事
業
の
見
直
し

広
域
事
業
に
つ
い
て
、
行
政
効

果
や
加
入
時
の
社
会
経
済
的
背
景

と
現
状
と
の
比
較
を
行
い
、
存
続

の
可
否
も
含
め
、
見
直
し
を
行
い

ま
す
。

■
幼
保
一
元
化

国
の
幼
保
一
元
化
に
よ
る
総
合

施
設
構
想
の
実
施
に
伴
い
、
町
の

保
育
所
、
幼
稚
園
の
一
元
化
、
施

設
に
よ
る

対
象
幼
児

の
区
分
化

を
検
討
し

ま
す
。

■
電
子
自
治
体
の
推
進

町
民
の
利
便
性
を
高
め
る
た

め
、
情
報
通
信
基
盤
を
活
用
し
た

情
報
の
共
有
化
や
申
請
、
届
出
等

の
電
子
化
を
進
め
ま
す
。

民
間
活
力
の
導
入

■
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の

削
減
を
図
る
た
め
、
平
成
18
年
度

か
ら
明
和
の
里
と
い
つ
き
の
み
や

歴
史
体
験
館
を
対
象
に
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
も
、

導
入
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま

す
。

■
給
食
運
営
の
業
務
委
託

給
食
運
営
の
一
部
の
業
務
委
託

を
検
討
し
ま
す
。

明和町行財政改革プランが
策定されました 町の特性を生かした、主体性を持った

自主的自立的行財政運営実現のため

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 
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定
員
管
理
・

給
与
の
適
正
化

■
特
別
職
給
与
の
減
額

平
成
17
年
度
は
、
平
成
16
年
度

対
比
で
、
町
長
５
パ
ー
セ
ン
ト
、

助
役
、
収
入
役
、
教
育
長
の
給
与

を
３
パ
ー
セ
ン
ト
減
額
し
ま
し

た
。
平
成
18
年
度
に
つ
い
て
は
、

平
成
16
年
度
対
比
で
、
町
長
10
パ

ー
セ
ン
ト
、
助
役
、
収
入
役
５
パ

ー
セ
ン
ト
、
教
育
長
３
パ
ー
セ
ン

ト
の
給
与
を
減
額
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
平
成
17
年
度
は
約
１
８

０
万
円
が
削
減
さ
れ
、

平
成
18
年
度
に
は
約
３
５
０
万

円
の
削
減
と
な
り
ま
す
。

■
議
員
定
数
の
削
減

議
員
定
数
を
18
人
か
ら
14
人
に

削
減
し
ま
す
。
平
成
18
年
度
は
約

５
６
０
万
円
、
平
成
19
年
度
か
ら

約
１
４
０
０
万
円
の
削
減
と
な
り

ま
す
。

■
職
員
数
の
見
直
し

採
用
計
画
に
基
づ
く
職
員
数
の

見
直
し
を
行
い
、
職
員
定
数
を
２

０
９
人
か
ら
１
９
８
人
に
、
約
５

パ
ー
セ
ン
ト
の
純
減
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
平
成
21
年
度
ま

で
の
５
年
間
の
累
計
で
、
約
１
億

９
２
０
０
万
円
の
削
減
と
な
り
ま

す
。

■
職
員
給
与
の
見
直
し

職
員
給
与
に
つ
い
て
は
、
国
の

人
事
院
勧
告
を
尊
重
し
た
給
与
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

■
管
理
職
手
当
の
減
額

管
理
職
手
当
の
支
給
率
の
引
き

下
げ
を
平
成
17
年
度
に
引
き
続
き

行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
約
２
９

０
万
円
の
削
減
と
な
り
ま
す
。

■
住
居
手
当
の
減
額

職
員
の
住
居
手
当
の
減
額
な
ど

を
行
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
か
ら

約
１
７
０
万
円
の
削
減
と
な
り
ま

す
。

■
通
勤
手
当
の
減
額

職
員
の
通
勤
手
当
の
減
額
な
ど

を
行
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
か
ら

約
６
０
０
万
円
の
削
減
と
な
り
ま

す
。

■
旅
費
の
見
直
し

県
外
の
宿
泊
費
な
ど
を
減
額
し

ま
す
。
平
成
18
年
度
か
ら
約
25
万

円
の
削
減
と
な
り
ま
す
。

■
時
間
外
勤
務
の
縮
減

事
務
の
合
理
化
や
簡
素
化
、
業

務
連
携
の
推
進
等
に
よ
り
、
引
き

続
き
時
間
外
勤
務
の
縮
減
を
図
り

ま
す
。

自
主
財
源
の
確
保

■
町
税
等
収
納
率
向
上
対
策

町
税
等
自
主
財
源
の
確
保
や
負

担
の
公
平
、
公
正
を
期
す
た
め
、

納
税
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と

と
も
に
、
適
切
な
納
税
指
導
や
滞

納
整
理
を
行
い
ま
す
。

■
企
業
誘
致
の
推
進

事
業
所
の
設
置
を
推
進
し
、
雇

用
機
会
の
創
設
、
産
業
振
興
、
自

主
財
源
の
確
保
な
ど
を
図
り
ま

す
。

■
町
有
地
の
処
分

将
来
的
に
利
用
が
な
い
町
有
地

（
普
通
財
産
）
に
つ
い
て
、
売
却

等
を
行
い
ま
す
。

■
各
種
施
設
使
用
料
の
見
直
し

公
共
施
設
の
使
用
料
に
つ
い

て
、
受
益
と
負
担
、
事
業
の
内
容

な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

■
各
種
手
数
料
の
見
直
し

社
会
情
勢
に
照
ら
し
な
が
ら
、

原
価
計
算
や
受
益
者
負
担
の
原
則

に
基
づ
き
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
の
企
業
広

告
掲
載

財
源
確
保
の
一
環
と
し
て
、
平

成
18
年
度
か
ら
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
企
業
広
告
を
掲
載
し
、
広
告
料

を
徴
収
し
ま
す
。
年
間
約
10
万
円

の
収
入
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
町
民
の
町
政
に

関
す
る
公
文
書
の
公
開
を
請
求
す

る
権
利
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
公
文
書
の
公
開
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
町
政
に
対
す
る
町
民
の
理
解

と
信
頼
を
深
め
、
開
か
れ
た
町
政

を
一
層
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
保
有
す
る
公
文
書
を

町
民
の
皆
さ
ん
に
公
開
し
、
公
正

で
開
か
れ
た
町
政
を
行
う
た
め
、

情
報
公
開
制
度
を
推
進
し
て
い
ま

す
。昨

年
度
は
社
会
福
祉
施
設
等
整

備
計
画
に
関
す
る
意
見
書
、
法

定
・
法
定
外
公
共
物
調
査
等
譲
与

申
請
（
２
件
）
、
下
御
糸
小
学
校

地
質
調
査
、
開
発
申
請
書
、
開
発

排
水
計
画
、
町
雨
水
排
水
計
画
、

農
地
転
用
申
請
書
な
ど
８
件
の
請

求
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
部
を
除

き
公
開
し
ま
し
た
。
な
お
、
簡
易

な
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
つ
い
て

は
、
情
報
提
供
の
形
で
そ
の
都
度

お
答
え
し
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
文
書
秘
書

係
（
TEL
52-

７
１
１
１
）
へ
。

〜
開
か
れ
た
町
政
を
〜

「
情
報
公
開
制
度
」

 
広報めいわ　広報めいわ　2006年６月号年６月号 広報めいわ　2006年６月号  
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明
和
町
家
庭
教
育
推
進
協
議
会

で
は
、
次
の
と
お
り
「
子
育
て
わ

く
わ
く
塾
」
（
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
）
を
開
催
し

ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
明
和
町
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
援
助
会
員
育
成
の
た
め
の
講
座

と
共
同
で
行
い
ま
す
。
全
８
回
受

講
さ
れ
た
人
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の

援
助
会
員
に
登
録
で
き
ま
す
。
少

し
空
い
た
時
間
で
子
育
て
支
援
活

動
を
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る

人
、
子
育
て
に
つ
い
て
学
び
た
い

人
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
と
き

６
月
18
日
(日)

午
前

９
時
30
分
〜
正
午
（
開
講
式
・
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
＝
９
時
30
分

〜
10
時
）

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
視

聴
覚
室

■
講
師

小
児
科
医
　
う
め
も
と

こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
梅
本
正
和

さ
ん

■
と
き

６
月
27
日
(火)

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
視

聴
覚
室

■
講
師

子
育
て
教
室
講
師
　
西

村
喜
久
代
さ
ん

■
と
き

６
月
29
日
(木)

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
視

聴
覚
室

■
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
体
験
ひ
ろ

ば
☆
こ
ど
も
ス
ペ
ー
ス
四
日
市

水
谷
孝
子
さ
ん

■
と
き

６
月
30
日
(金)

午
前

９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
和
室

■
講
師
　
日
本
赤
十
字
三
重
県
支

部
看
護
師
　
富
内
直
美
さ
ん

■
と
き

７
月
５
日
(水)

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
視

ひ
と
・
ま
ち
・
ふ
れ
あ
い
企
画

「
子
育
て
わ
く
わ
く
塾
」

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
開
催

聴
覚
室

■
講
師

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
教

育
学
部
助
教
授
　
駒
田
聡
子
さ

ん
■
と
き

７
月
10
日
(金)

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
中

会
議
室

■
講
師

N
P
O
法
人
み
え
親

子
・
人
間
関
係
研
究
所
　
代
表

河
合
卓
子
さ
ん

■
と
き

７
月
19
日
(水)

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
中

会
議
室

■
講
師

N
P
O
法
人
み
え
親

子
・
人
間
関
係
研
究
所
　
代
表

河
合
卓
子
さ
ん

【
第
１
回
】

「
昔
と
今
、
子
ど
も
の
体

ど
う
違
う
？
」

〜
増
加
す
る
メ
デ
ィ
ア
接
触

時
間
と
運
動
と
の
関
係
を
中

心
に
〜

【
第
２
回
】

子
ど
も
の
遊
び
の
大
切
さ

【
第
３
回
】

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

プ
レ
イ
セ
ン
タ
ー
に
学

ぶ
自
立
支
援
」

〜
子
育
て
を
大
人
の
自
己
責

任
と
し
て
〜

【
第
４
回
】

家
庭
に
お
け
る
小
児

疾
患
・
け
が
の
対
応

（
応
急
手
当
）

【
第
７
回
】

子
育
て
中
の
方
へ

〜
心
の
ケ
ア
の
た
め
に
〜

【
第
５
回
】

子
ど
も
の
食
事
と
健
康

〜
子
ど
も
の
体
か
ら

S
O
S
が
…
〜

【
第
６
回
】

子
育
て
・
親
育
ち

〜
次
世
代
に

伝
え
ら
れ
る
こ
と
〜

■
と
き

７
月
20
日
(木)

午
前

９
30
分
時
〜
正
午
（
閉
講
式
＝

午
前
11
時
30
分
〜
）

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
中

会
議
室

■
報
告
者

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
援
助
会
員

【
共
通
】

■
参
加
費

無
料
（
参
加
申
込
者

で
小
さ
い
子
ど
も
が
い
る
人
に

は
、
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
託
児
を
行
い
ま
す
。
託
児

料
＝
１
回
１
人
３
０
０
円
）

■
申
し
込
み

６
月
14
日
(水)
ま

で
に
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
TEL
52-

７
１
２
４
・
フ
ァ
ク
ス

52-

７
１
３
３
・
Ｅ
メ
ー
ル
＝

sy
ou
g
ai@
tow
n
.m
eiw
a.m
i

e.jp

）
へ
。
参
加
者
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
を
、
ま
た
、
託

児
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
子

ど
も
の
氏
名
･
年
齢
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い

■
そ
の
ほ
か

全
８
回
参
加
の
ほ

か
、
個
別
の
参
加
も
可
能
。
５

回
以
上
参
加
し
た
人
に
は
、
修

了
証
書
を
授
与
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
同
課
へ
。

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

【
第
８
回
】

み
ん
な
笑
顔
で
子
育
て
を

〜
地
域
の
子
育
て
支
援
〜

（
実
践
報
告
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
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教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
も

町
内
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
の
教

育
活
動
に
地
域
の
教
育
力
を
生
か

す
た
め
、
保
護
者
や
地
域
の
人
に

学
校
支
援
（
お
手
伝
い
）
を
し
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

会
員
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
種
類
（
例
）

環
境
整
備
支
援
＝
①
学
校
図
書

の
貸
し
出
し
な
ど
の
業
務
お
よ

び
整
理
、
教
材
・
教
具
の
作
成

な
ど
②
校
舎
の
補
修
、
草
刈
り
、

植
木
の
剪
定
（
せ
ん
て
い
）
な

ど
▽
教
育
活
動
支
援
＝
③
教
科

指
導
の
補
助
な
ど
④
行
事
や
ク

ラ
ブ
活
動
の
指
導
な
ど

■
活
動
期
間

原
則
と
し
て
１
年

間
（
毎
年
度
募
集
）
１
回
２
時

間
程
度

■
応
募
資
格

町
内
ま
た
は
、
近

隣
市
町
村
在
住
者

■
募
集
期
間

随
時
募
集

■
応
募
方
法

町
内
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
、
教
育
委
員
会
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
電

学学
校校
（（
幼幼
稚稚
園園
））

支支
援援
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
をを
募募
集集

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
で

は
、
人
々
が
交
流
し
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
た

め
に
、「
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
（
人
）

登
録
」
に
登
録
し
て
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
町
民
の
学
習
や
社
会
参

加
活
動
に
役
立
て
る
た
め
に
地
域

の
皆
さ
ん
の
知
識
・
技
能
・
技
術

な
ど
さ
ま
ざ
ま
の
分
野
か
ら
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
内
容

知
識
分
野
＝
政

治
・
経
済
・
自
然
・
科
学
・
教

養
・
芸
能
・
生
活
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
住
民
活
動
な
ど
▽
技

能
・
技
術
分
野
＝
工
作
（
木
・

竹
・
金
属
・
電
気
）
・
裁
縫
・

パ
ソ
コ
ン
・
マ
ジ
ッ
ク
・
修

繕
・
剪
定
・
植
裁
・
栽
培
・
加

工
・
組
み
立
て
な
ど

■
応
募
資
格

年
齢
・
性
別
、
町

内
外
を
問
い
ま
せ
ん

■
募
集
期
間

６
月
末
日

■
応
募
方
法

各
戸
に
配
布
し
た

申
込
用
紙
ま
た
は
、
生
涯
学
習

課
備
え
付
け
の
用
紙
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
（
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
も
可
）

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
（
TEL
52-

７
１
２
４
・
フ

ァ
ク
ス
52-

７
１
３
３
）
へ
。

上田清さん（有爾中）
に文部科学大臣
から感謝状

「
お
は
な
し
小
槌
」

に
文
部
科
学
大
臣

表
彰

話
・
フ
ァ
ク
ス
も
可
）。
ま
た
、

教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.tow

n
.m
eiw

a.m
ie.jp
/ed
u
/in
d
ex
.h
tm
l

）

か
ら
メ
ー
ル
で
も
申
し
込
み
可

■
そ
の
ほ
か

申
し
込
ん
で
い
た

だ
い
た
人
は
、
「
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
に
登
録

さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保

険
に
加
入

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
（
TEL
52-

７
１
２
３
・
フ

ァ
ク
ス
52-

７
１
３
３
）
へ
。

「「
にに
ぎぎ
わわ
いい
づづ
くく
りり
（（
人人
））
登登
録録
」」

のの
登登
録録
者者
をを
募募
集集

ふるさと会館で子どもたちへの読み聞かせを続けてい
る「おはなし小槌（富内美乃留さん代表）」の皆さんが、
子どもの読書活動優秀実践団体として文部科学大臣から
表彰されました。
県立図書館主催のボランティア養成講座をきっかけに、

平成３年の町図書館設立当初から活動。同館での読み聞
かせのほか、幼稚園、小学校や地域での催事で紙芝居の
上演も行っています。
現在の会員は10人。「子どもたちの生き生きとした表情

を見るのが楽しみで活動が続いてきた」と富内さんが話
していました。

地域社会の教育力の再生を図ることを目的

に、年間240回以上の子どもの居場所づくりを

実施し、全国のモデル事業として推奨に値する

団体活動者、指導者として、上田　清さんに文

部科学大臣から感謝状が贈られました。

上田さんは平成17年度、子どもの居場所とし

て修正チャレンジ教室を247回開催。

今回の被表彰者は全国で28団体と個人が22

人、三重県からは上田さんが対象となりました。

 
広報めいわ　広報めいわ　2006年６月号年６月号 広報めいわ　2006年６月号  
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

町町
県県
民民
税税
のの
課課
税税
方方
法法
なな
どど
がが

変変
わわ
りり
まま
しし
たた

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
町
県
民
税
の
課
税
方
法

な
ど
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た
。
主
な
改
正
は
次
の
と
お

り
で
、
こ
れ
ら
は
平
成
18
年
度
以
後
の
住
民
税
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

■
定
率
に
よ
る
税
額
控
除

（
定
率
減
税
）
の
縮
減

住
民
税
所
得
割
額
か
ら
税
額
控

除
さ
れ
る
定
率
減
税
が
、
税
額
の

15
パ
ー
セ
ン
ト
（
最
高
４
万
円
を

限
度
）
か
ら
、
税
額
の
７
・
５
パ

ー
セ
ン
ト
（
最
高
２
万
円
を
限
度
）

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
19
年
度
か
ら
は
廃

止
と
な
り
ま
す
。

■
住
民
税
均
等
割
（
生
計

同
一
の
妻
）
の
非
課
税

措
置
の
廃
止

住
民
税
均
等
割
の
納
税
義
務
が

あ
る
夫
と
生
計
を
一い

つ

に
す
る
妻

で
、
夫
と
同
じ
市
町
村
に
住
所
を

が
あ
る
妻
に
対
す
る
非
課
税
措
置

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

平
成
17
年
度
は
経
過
措
置
と
し
て

２
分
の
１
が
課
税
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
18
年
度
は
全
額
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

※
均
等
割
は
所
得
金
額
が
一
定
金

額
（
例
　
扶
養
が
い
な
い
場
合
で

給
与
収
入
93
万
円
）
を
超
え
る
人

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

■
老
年
者
控
除
の
廃
止

老
年
者
控
除
と
は
、
前
年
の
12

月
31
日
現
在
で
65
歳
に
達
し
て
い

て
、
か
つ
、
合
計
所
得
が
１
０
０

０
万
円
以
下
の
人
に
適
用
さ
れ
て

い
た
48
万
円
の
人
的
控
除
で
し
た

が
、
平
成
17
年
度
を
も
っ
て
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

■
65
歳
以
上
の
人
に
対
す

る
非
課
税
措
置
の
廃
止

こ
れ
ま
で
、
１
月
１
日
現
在
で

65
歳
に
達
し
て
い
て
、
か
つ
、
前

年
の
合
計
所
得
が
１
２
５
万
円
以

下
の
人
に
つ
い
て
は
住
民
税
が
非

課
税
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
住

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

人
に
つ
い
て
、
新
た
に
課
税
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
平

成
17
年
１
月
１
日
現
在
で
65
歳
に

達
し
て
い
て
、
か
つ
、
前
年
の
合

計
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人

に
つ
い
て
は
、
２
年
間
の
経
過
措

置
が
あ
り
ま
す
。

※
経
過
措
置
（
表
１
）

■
65
歳
以
上
の
人
に
対
す

る
公
的
年
金
等
控
除
額

の
見
直
し

公
的
年
金
の
う
ち
、
年
齢
65
歳

以
上
の
人
の
控
除
額
の
計
算
方
法

が
変
わ
り
ま
す
。

４月16日 
～５月15日 

今年１月 
からの累計 

昨年同時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

軽症者数 

死 者 数 

物損事故件数 

62件 

15件 

16人 

0人 

47件 

256件 

53件 

64人 

1人 

203件 

－33件 

－13件 

－36人 

重傷者数 1人 3人 －2人 

－1人 

－20件 

■町内の交通事故発生状況（平成18年５月15日現在） 

～行けるカモ　わたれるカモが　命とり～ 

 

1（－1） 

0（－1） 

0（±0） 

0（±0） 

1（±0） 

1（－3） 2（－23） 

15（－31） 

2（－4） 

3（－9） 

0（－2） 

4（＋3） 

0（－1） 

1（－4） 

0（－3） 

■町内の刑法犯認知件数（平成18年４月１日～31日） 

※「自販機荒らし」に要注意！ 

手　口 手　口 手　口 件数（先月比） 件数（先月比） 件数（昨年比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

自動車盗み 

オートバイ盗み 

自転車盗み 

部品盗み 合　計 

自販機荒らし 

万引き 

知能犯 

そのほか 

※
町
県
民

税
の
課
税

に
つ
い
て

の
お
問
い

合
わ
せ
は
、

税
務
課
課

税
第
一
係

（
TEL
52-

７

１

１

３

）

へ
。

表１ 

年度 所得割 

平成18年度 

平成19年度 

平成20年度 

均等割 

1,300円 

2,600円 

4,000円 

本来の税額の1/3で課税 

本来の税額の2/3で課税 

本来の税額で課税（全額課税） 

控除額の計算方法 

平成17年度まで 

公的年金収入金額 

2,599,999円まで 

2,600,000円～4,599,999円 

4,600,000円～8,199,999円 

8,200,000円以上 

割合 

100㌫ 

75㌫ 

85㌫ 

95㌫ 

控除額 

1,400,000円 

750,000円 

1,210,000円 

2,030,000円 

平成18年度から 

※昭和16年１月１日以前に生まれた人の公的年金など所得の 
計算方法 

　公的年金等収入が2,400,000円の場合 

　2,400,000円×100％－1,200,000円＝1,200,000円（公的年金等所得） 

公的年金収入金額 

3,299,999円まで 

3,300,000円～4,599,999円 

4,600,000円～7,699,999円 

7,700,000円以上 

割合 

100㌫ 

75㌫ 

85㌫ 

95㌫ 

控除額 

1,200,000円 

375,000円 

785,000円 

1,555,000円 
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明和町観光協会（下井清史会長）

は、白砂青松の地、自然豊かな大淀

海岸で浜開きを、次のとおり行う予

定です。

■とき ７月１日(土) 午前９時30
分～

■ところ 大淀海岸海水浴場・キャ

ンプ場

■内容 安全祈願祭の後、宝探しや

もちまきなどを行います

※詳しくは、明和町観光協会

（TEL52-0055）へ。

今年の大淀の祇園祭は７月29日

(土)（雨天の場合は７月30日(日)）
に実施されます。大淀祭典委員会で

は、３年前から一般の皆さんの打ち

上げ花火を募集しています。花火好

きの皆さんや、入学・就職・ご結

婚・初孫誕生・金婚・銀婚祝いなど

の記念のプレゼントに、花火を上げ

てみませんか。

■申込期間　６月１日(木)～20日
(火)

※申し込み・お問い合わせは明和町

観光協会（TEL52-0055）・大淀祭
典委員会委員長　中川敏隆さん

（TEL55-2472）へ。

ふるさと会館では、長谷川龍志さ

ん（有爾中）の「フィルムカメラ」

と上野　進さん（大台町）の「８ミ

リ映画機材」の２人展を開催します。

懐かしいフィルム映像の時代を旅し

てみませんか。

■とき　６月20日(火)～７月８日
(土)

■ところ　同館２階展示コーナー

※ 詳 し く は 、 ふ る さ と 会 館

（TEL52-7131）へ。

■とき ６月３日(土)・４日(日)
■ところ 斎宮歴史博物館周辺ほか

※詳しくは、広報めいわ５月号８ペ

ージをお読みください。

体育館にもAED自動体外式除細動

器が設置されました。スポーツを楽

しまれる皆さん、１度講習を受けて

みませんか。

■とき ６月10日(土) 午後７時～
10時

■ところ 総合体育館ロビー

■講師 松阪広域消防組合明和消防

署職員

※詳しくは、明和消防署（TEL52-
5600）へ。

ふるさと会館では、皆さんの自慢

のコレクションや制作した作品、ま

たは地域の伝統的な資料などを展示

してもらうための場所として、同館

２階の展示コーナーを無料開放しま

した。どうぞ利用してください。

※ 詳 し く は 、 ふ る さ と 会 館

（TEL52-7131）へ。

あなたも狩猟をしてみませんか。

■とき ７月２日(日) 午前９時10
分～

■ところ 三重県総合文化センター

内　文化会館大会議室

■受講料 初心者＝１5,000円u経

験者（会員）＝7,000円

■対象者 20歳以上の人

■締め切り ６月23日(金)
※申し込み・詳しくは、(社)三重県
猟友会（津市桜橋１丁目林業会館

内・TEL059-228-0923・ファクス
059-228-0988）または(社)三重県
猟友会明和町支部（明和町大字馬之

上945番地　明和町役場産業課内・

TEL52-7118・ファクス52-7136）
へ。

狩猟免許取得予備講習
会受講者を募集

ふるさと会館が
ギヤラリーをオープン

総合体育館で
人命救助講習会を開催

今年の斎王まつりは
６月３・４日に開催

「フィルムカメラと８ミ
リ映画機材展」を開催

大淀祇園祭で花火を
上げてみませんか

７月１日に
大淀海岸浜開き

納税は忘れず！
今月は下記のとおりです
●町県民税・１期

●固定資産税・×

●軽自動車税・×

●国民健康保険税・３期

●介護保険料・３期

海洋環境保全推進週間
（６月５日～11日）

海上保安庁では、「未来に残

そう青い海」をスローガンに各

種海洋環境保全思想普及活動を

実施しています。「青い海」は

次世代を担う子どもたちへのか

けがいのない財産です。青い海

を守るため

海を汚さな

いように気

をつけまし

ょう。 うみまる＆うーみん
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ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞か

せを、おはなし小槌の皆さんが次のとおり行います。

■とき・内容 ６月25日(日) 午後２時～＝絵本
「みんなみんなみ～つけた」、紙芝居「おじいちや

んはとのさま」ほか

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【今月の休館日】
６月５日(月)～16日(金)は特別館内整理（蔵書点

検）のため休館させていただきます。19日(月)・26
日(月)・30日(金)は従来の休館日です。ご迷惑をお
かけしますが、ご協力をお願いします。

※詳しくは、ふるさと会館（TEL52-7131）へ。

5日(月)行政・心配ごと相談（午前９時30分～正午）
19日(月)心配ごと相談（午後１時30分～４時）

●草木染め教室

－藍
あい

の生葉で染めましょう－
藍の生葉を使って、絹のハンカチやコースターな

どを色鮮やかな水色に染めましょう。夏の太陽の下

で、皆さんが藍の葉を摘み取り、染色までの行程を

体験してみませんか。

■とき ７月29日(土) 午前10時～正午（８月５日
にも同様に実施します）

■定員 20人

■参加費 600円～

※詳しくは、いつきのみや歴史体験館（TEL52-3890）
へ。
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【明和町ホームページ】
http://www.town.meiwa.mie.jp

今
年
も
例
年
ど
お
り
田
植
え
を
し
た
。
天
候
に
恵

ま
れ
順
調
に
進
ん
だ
。
ま
た
、
今
回
は
田
植
え
経
験

の
な
い
知
人
た
ち
が
田
ん
ぼ
に
入
り
、
１
畳
ほ
ど
の

面
積
を
さ
し
苗
体
験
も
し
、
楽
し
そ
う
に
田
ん
ぼ
の

中
で
は
し
ゃ
い
で
い
た
。
作
業
の
あ
と
、
あ
ぜ
道
で

弁
当
を
広
げ
「
わ
い
わ
い
が
や
が
や
」
。
わ
た
し
は

上
げ
膳
据
え
膳
で
昼
食
を
い
た
だ
き
、
苗
箱
も
き
れ

い
に
し
て
も
ら
い
、
お
か
げ
さ
ま
で
楽
し
く
修
了
。

長
い
間
使
い
続
け
た
自
分
の
デ
ジ
カ
メ
、
型
は
古

い
が
お
気
に
入
り
。
先
日
ど
こ
か
に
ぶ
つ
け
て
起
動

不
能
に
。
も
し
や
と
思
い
修
理
に
挑
戦
。
分
解
し
て

み
た
も
の
の
、
も
は
や
復
旧
不
可
能
。
デ
ジ
カ
メ
君

ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
５
年
間
ご

苦
労
さ
ま
、
い
ろ
ん
な
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
。
で
、

人
間
あ
き
ら
め
が
肝
心
、
新
た
な
気
持
ち
で
、
た
だ

い
ま
後
継
機
を
検
討
中
。
何
か
と
物
要
り
だ
。

■最大震度別地震回数（平成18年４月11日～５月10日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

93 38 18 4 1 0 0 0 0 154

0 0 0 0 0 0 0 0 00

今月のお話会・ふるさと会館

今月の心配ごと相談・保健福祉センター
僕らのクラブは、４年前に町主催の「ドッジ

ボール教室」から発足したクラブで、現在部員

は19人です。今年の１月に開催された「全国小

学生ドッジボール選手権三重県大会」で４年目

の挑戦で初めてベスト８に入り、中部大会に出

場しました。

毎週木曜日と第１・３火曜日の午後７時～９

時には下御糸小学校で、毎週土曜日の午前９時

～正午には担い手センターで練習をしています。

小学生なら男女は問いません。ドッジの好き

な人、やってみたい人、僕たちと練習しません

か。見学に来てください。待っています。

明和ボンバーズドッジボールクラブ

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

一人で悩んでいませんか？
●「しつけ？それとも虐待？」

【相談窓口】

明和町保健福祉センターTEL52-7127
中勢児童相談所TEL059-231-5666
●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪です！

【相談窓口】

配偶者暴力相談支援センターTEL059-231-5600
警察安全相談電話TEL059-224-9110・♯9110
松阪警察署TEL0598-53-0110
松阪保健福祉部TEL0598-50-0520
※お気軽に、まずはお電話してください。


